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Ⅰ 調査の概要 

 

１．調査の目的                          

石狩市における男女平等及び男女共同参画に関する意識の変化や現状を定期的に把握し、男女

共同参画計画の策定及び各種関連施策へ反映するため、平成 10年から定期的に実施。 

今回は主に、第３次石狩市男女共同参画計画の策定に必要な基礎資料とする。 

 

２．調査の種類                          

（１） 『男女共同参画に関する市民意識調査』 

（２） 『男女間の暴力に関する市民調査』 

 

３．調査項目                           

【共通項目】 回答者の属性 

 

【男女共同参画に関する市民意識調査】 

１．男女平等に関する意識について 

問１ 男女の地位の平等について 

２．家庭生活等について 

問２ 性別役割分担意識について 

問３ 女性が職業を持つことについて 

問４ 家事や育児の役割分担について 

問５ 実際に家事を担っている人について 

問６ 子育てに関する考え方について 

問７ 家族の介護について 

３．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

  問８ 希望と現実のライフスタイルについて 

  問９ 家事・子育て・介護・地域活動への男女ともの積極的参加に必要なこと 

４．男女共同参画社会の形成に向けて 

  問 10 男女共同参画に関する言葉の認知度 

  問 11 市の施策について 

  問 12 男女共同参画についての自由意見 

 

【男女間の暴力に関する市民調査】 

問１ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）に対する認識について 

問２ ＤＶ被害の状況について 

問３ ＤＶ被害に遭った時の相談先について 

問４ 身近なＤＶ被害について 

問５ 相談窓口の周知度について 
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（デートＤＶ等について ※10,20 代のみ） 

問６ 交際経験について 

問７ デートＤＶ被害等の状況について 

問８ 被害に遭った時の相談先について 

 

4．調査対象の抽出方法                          

石狩市在住の 18 歳以上の男女より無作為抽出 

（１）石狩市内に居住する満 20 歳以上の男女６世代より、居住地区、年代、性別を均等に 1,100

人を無作為に抽出（うち厚田区、浜益区は各 50人） 

（２）若年層については参考値として、石狩市内に居住する満 18,19 歳から 100 人を無作為抽出 

 

5．調査期間及び方法                           

・期間：平成 26 年８月 26 日（火）～９月５日（金） 

・方法：郵送による配布・回収 

 

6．調査票の回収状況                           

20 歳以上の男女 1,100 人への調査票送付に対し、回収件数は 288 件で、回収率は 26.2％。 

 男女別の回収率を見ると、男性の回収率 19.8％に対し女性は 32.4％で、女性の方が高い。 

地区 

項目 

花川北・ 

花畔 

花川東・ 

緑苑台 

花川・ 

花川南・ 

樽川 

左記 

以外の 

旧石狩市 

厚田区 浜益区 合計 

女性 

配布数（件） 160 35 265 40 25 25 550 

回収数（件） 52 11 89 10 7 9 178 

回収率 32.5% 31.4% 33.6% 25.0% 28.0% 36.0% 32.4% 

男性 

配布数（件） 160 35 265 40 25 25 550 

回収数（件） 40 10 44 5 5 5 109 

回収率 25.0% 28.6% 16.6% 12.5% 20.0% 20.0% 19.8% 

全体 

配布数（件） 320 70 530 80 50 50 1,100 

回収数（件） 92 21 133 15 12 14 287 

回収率 28.8% 30.0% 25.1% 18.8% 24.0% 28.0% ※26.1% 

※女性回答者で居住区について無回答の方が１名いたため、本表では 26.1％  

 なお、参考値として送付した 18，19 才の男女 100 人への調査票については、回収件数は 15件

で、回収率は 15.0％。 
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Ⅱ 調査結果の要約 

 (1) 男女共同参画に関する市民意識調査 

１．男女平等に関する意識について                    

問１では、７つの項目（「家庭生活で」「職場・職業で」「地域社会で」「学校教育で」「法律や制

度の上で」「政治の場で」「社会通念や慣習、しきたりで」）での男女の地位の平等感について訊き

ました。７項目の平均値をみると、「平等である」と回答した人の割合は平成 10 年の調査開始時

から継続的に上がっていましたが今回は微減し、前回の平成 21 年度には 33.4％であったのが

31.6％になりました。しかしこれは、「平等」と考える割合が低い高齢の年代について、前回まで

「60代以上」として一括りにしていたところを、今回から「60 代」「70 代」と分けたため、この

年代の対象者数が増え、全体回答数に占める割合が増えたことが影響しています。一方、「男性が

優遇」と回答した人の割合は調査毎に減少しており、初回調査では 67.7％（H10）でしたが、今

回は 47.7％と、回答者の５割を切りました。男女別に見ると、女性より男性の方が「平等である」

と回答する人の割合は高く、男性より女性の方が「男性が優遇」と回答する人の割合は高くなっ

ています。 

項目別にみると、「平等」と回答した人の割合は、７項目中５項目（「職場・職業で」「学校教育

で」「法律や制度の上で」「政治の場で」「社会通念や慣習、しきたりで」）で、前回から下がって

います。特に下がったのは「政治の場」で、前回の 23.4％から 10.4％となりました。また継続的

に最も低いのは「社会通念や慣習、しきたり」で、今回も「平等」と回答した人は１割以下でし

た。一方、「平等」と回答した人の割合が上がった項目（「家庭生活で」「地域社会で」）は初回調

査から上がり続けています。特に、「地域社会」での平等感は大きく上昇し、初回調査では「平等」

と回答した割合は 19.9％でしたが、今回は 46.9％と、約５割になりました。 

 

２．家庭生活等について                       

問２では「男は仕事、女は家庭」というように性別で役割を分担する考え方について訊いたと

ころ、回答者全体では「賛成」と回答した人の割合が４割、「反対」の人が６割でした。また、女

性は「反対」が多く 71.0％、男性は「賛成」が多く 56.0％でした。 

問３では「女性の就業のありかた」についての考えを訊いたところ、「子どもができたら職業を

やめ、大きくなったら再び職業を持った方が良い」と回答した人の割合が、平成 10年調査から継

続的に最も高く今回は 43.1％でした。次いで割合が高かった「結婚・出産・育児にかかわらず、

職業を持ち続けたほうがよい」と回答した人の割合は調査毎に高くなっており、初回調査では

24.8％だったのが、今回は 37.5％でした。 

問４では「家事や育児の役割分担」についての考え方を訊きました。「手の空いているほうが行

う」と回答した人の割合が最も高く 45.1％です。次いで割合が高かった「男女とも平等に」は、

平成 10 年の初回調査では 12.1％だったのが調査毎に増え、今回は 27.4％でした。逆に「主に男

性は女性を手伝う程度」と回答した人の割合は、初回調査では 42.5％高かったのが調査毎に低く

なり、今回は 19.8％でした。 

問５で「実際に家事を担っている人」について訊いたところ、女性は 10種類の家事のうち８種

類で「主に自分」と回答した人の割合が低くなり、逆に男性は 10種類の家事のうち９種類で「主
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に自分」と回答した人の割合は高くなっています。 

問６では「子育て」についての４つの考え方について訊きました。まず「女の子は女の子らし

く、男の子は男の子らしく」育てることについては、男女とも肯定する人が多く、男性は 76.1％、

女性は 62.6％の人が賛成でした。また、賛成する人の割合は女性より男性の方が高く、反対する

人の割合は男性より女性の方が高くなっています。 

次に「３歳くらいまでは母親が育てた方がよい」という考え方については、「賛成」と回答した

人の割合は平成 10 年からの調査毎に高くなり、今回は 66.0％が賛成しました。しかし世代別に

見ると、子育て世代である 20、30 代といった若い世代では「反対」と考える人の割合も高く、特

に男性は 20、30 代ともに 50.0％が「反対」と回答しました。 

 「保育園や幼稚園の送り迎えやお弁当づくりは母親の役目」という考え方については、女性

は「賛成」46.4％、「反対」43.6％と、それぞれの割合がほぼ同じなのに対し、男性は「賛成」52.3％、

「反対」31.2％でした。しかし子育て世代である若い世代では反対する人が多く、特に 20 代男性

は 58.3％、30代男性は 50.0％が反対しています。 

 「家事の手伝いは男女平等にさせる方がよい」という考え方については、男女とも賛成する人

の割合が大変高く、また平成 10 年の調査開始時から継続的に上がっており、今回は 84.4％でし

た。子育て世代である 20、30 代といった若い世代では男女とも９割以上の人が賛成しています。 

問７では「家族の介護」の担い手についての考え方を訊いたところ、「女性のみに介護させない

ようにするのがよい」と回答した人の割合が最も高く 47.5％でした。男女別に見ると、男女とも

「女性のみに介護させない」と回答した割合は最も高くいずれも５割弱ですが、次に高い割合の

「男女とも平等に介護するべき」と回答した人は女性 16.8％に対し男性 33.0％と差があります。 

 

３．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について                       

問８では希望するライフスタイルと現実（現状）の状況を聞いたところ、女性は『「仕事」と「家

庭生活」をともに優先』するライフスタイルを希望する人の割合が最も高く 29.1％でしたが、現

実では「家庭生活」を優先している人の割合が最も高く 29.6％でした。一方男性は希望では『「仕

事」と「家庭生活」をともに優先』するライフスタイルと『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先』するライフスタイルがともに最も高く 21.1％でしたが、現実では「『仕

事』を優先」している人の割合が最も高く 30.0％でした。 

問９では「男性が女性とともに家事・子育て・介護・地域活動に積極的に参加するために必要

なこと」を訊いたところ、最も多かったのは「夫婦・家族間のコミュニケーションをよくはかる」

で、女性は 57.0％、男性は 45.9％と男女ともほぼ半数の方が選択しています。その他、「男性が

家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」、「労働時間短縮や休暇制度を普及

することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする」、「社会の中で、男性による家事、子

育て、介護、地域活動についても、その評価を高める」を多くの人が選択しています。 

 

４．男女共同参画社会の形成に向けて                           

問 10では男女共同参画に関係する複数の言葉について、見たり聞いたりしたことがあるか訊い

たところ、最も認知度が高かったのは「DV（配偶者暴力)防止法）で 82.3％、次いで「男女雇用

機会均等法」78.5％、「男女共同参画社会」54.5％でした。また全ての言葉で認知度が高くなって

おり、「見たり聞いたりしたものはない」と回答した人の割合は減少しました。 



5 

問 11 で市に力を入れてほしいと考える取り組みを訊いたところ、最も多かったのは「子育て、

保育サービスの充実」で 39.2％の人が選択しています。次いで「介護サービスの充実」30.9％、

「学校教育での男女平等教育の推進」29.5％と続きます。 

 

全体をとおして                            

 多くの設問において、男女共同参画が進んでいることが確認されました。また若い世代で進ん

でいる状況も見られます。 

 男女別に見ると、女性より男性の方が「男女平等である」もしくは「男女平等が良い」と考え

る人の割合が高く、一方固定的性別役割分担について肯定的なのも女性より男性です。 

一方、子どもを育てるにあたっては、「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく」という

考え方に賛成する割合は高くなっています。また「子どもが小さい時の子育ては母親の役目」と

考える人の割合は、全体としては「反対」よりも「賛成」の人の割合が高くなっていますが、若

い世代は「反対」の人の割合が高く、特に男性は高くなっています。 

 行動の面を見ると、家事を担う男性が増加傾向にあります。しかし、ライフスタイルの希望と

現実を見ると、「家庭も仕事も優先」を選んだ人の割合が最も高い一方、現実の生活において女性

は「家庭生活」、男性は「仕事」を優先している人の割合が高く、依然として理想と現実の違いが

見られました。 

 

 

(2) 男女間における暴力に関する市民調査 

 まず配偶者等からの暴力（DV：ドメスティック・バイオレンス）について訊きました。身体的

な暴力については、男女とも「暴力である」と認識している人の割合は高く、一方言葉や「長時

間の無視」「交友関係等の監視」といった精神的な暴力や性的な暴力については、男性より女性の

方が「暴力である」と認識している割合が高くなっています。 

次にこれまでに結婚（事実婚含む）したことのある方に、DV を受けたことがあるか訊きました。

「身体的な暴力」、「性的暴力」、「精神的暴力」のいずれかについて、過去５年間に「１、２度あ

った」または「何度もあった」と回答した方は 16.3％でした。しかし、暴力を受けても相談しな

かった人が多く、特に男性は７割以上の方が相談しなかったと回答しています。 

また全ての方に、周囲に DV に遭った人がいるか訊いたところ、相談を受けたことがある人は男

女とも１割弱、被害を受けた人を知っている人は約６割いました。 

DV の相談窓口は、男女ともほぼ半数の人が知らない状況です。 

また、10、20 代の若い世代のみ（全て未婚）に交際相手から暴力行為またはストーカー行為を

受けたことがあるか訊いたところ、25人中３人が「あった」と回答しています。うち男性１人は

家族や友人、知人に相談していますが、男女各１人は相談していませんでした。 
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Ⅲ 回答者の属性 

 

 

（１）性 別  

 

 

（２）年 齢  

 

 

 

（３）お住まい 

 

  

男性, 

109人, 38%

女性, 

179人, 62% ｎ＝288人

男性, 

28,783人, 
48%

女性, 

30,722人, 
52%

【参考：石狩市の人口の性別割合】

ｎ＝59,505人

（平成26年7月末現在）

12人,

11.0%
12人,

11.0%
12人,

11.0%

16人,

14.7%

30人,

27.5% 27人,

24.8%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

【男性】

22人,

12.3%

26人,

14.5%

33人,

18.4%

34人,

19.0%

40人,

22.3%

24人,

13.4%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

【女性】

16人,

11.6%

17人,

12.3%

23人,

16.7%

37人,

26.8%

45人,

32.6%

18～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

【参考：H21男性】

27人,

14.1%

36人,

18.8%

43人,

22.5% 38人,

19.9%

47人,

24.6%

18～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

【参考：H21女性】

花川北・花畔, 32.1%

花川東・緑苑台, 7.3%

花川・花川南・樽川, 

46.3%

左記以外の旧石狩市, 

5.2%

厚田区, 4.2%

浜益区, 

4.9%

花川北・花畔, 

29.9%

花川東・緑苑台, 

7.0% 花川・花川南・

樽川, 49.6%

左記以外の

旧石狩市, 7.2%

厚田区, 3.6%

浜益区, 

2.6%

【参考：石狩市】

ｎ＝59,505人（平成26年7月末現在）
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（４）職 業 

 

 

 

（５）世帯構成 

 

 

  

自営業・自由業・家族従

業員, 6.1%

自営業・自由業・家族従

業員, 13.8%

正規社員・

職員, 12.8%

正規社員・職員, 28.4%

臨時・派遣・パート・アル

バイト・内職等, 32.4%

臨時・派遣・パート・アル

バイト・内職等, 13.8%

専業主婦（夫）・無職・学

生・その他, 48.6%

専業主婦（夫）・無職・学

生・その他, 44.0%

女性

男性

自営業・自由業・

家族従業員, 6.3%

自営業等,14.4%

正規社員・職員, 

17.7%

正規社員・職員, 
48.9%

臨時・派遣・パート・アル

バイト・内職等, 31.8%

臨時等,10.1%

専業主婦（夫）・無職・

学生・その他, 43.2%

専業主婦（夫）

等,26.6%

無回答, 1.0%

無回答, 0.0%

女性

男性

【参考：H21】

ひとり, 7.3%

ひとり, 35.8%

夫婦（パートナー）のみ, 

34.1%

夫婦（パートナー）のみ, 

26.6%

親と子ども（2世代）, 

48.6%

親と子ども（2世代）, 

29.4%

親と子どもと祖父母

（3世代）, 6.1%

親と子どもと祖父母

（3世代）, 5.5%

その他・

無回答, 
3.9%

その他・

無回答, 
2.8%

女性

男性

ひとり, 3.7%

ひとり, 5.1%

夫婦（パートナー）

のみ, 23.0%

夫婦（パートナー）

のみ, 29.7%

親と子ども（2世代）, 
60.7%

親と子ども（2世代）, 
55.8%

親と子どもと祖父母

（3世代）, 8.9%

親と子どもと祖父母

（3世代）, 5.8%

その他・

無回答
, 3.7%

その他・

無回答, 
3.6%

女性

男性

【参考：H21】
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（６）既婚･未婚の状況 

 

 

 

【配偶者、パートナーの就業状況】 

 

 

 

 

 

 

既婚, 65.4%

既婚, 40.4%

離別・死別, 

15.1%

離別・死別, 21.1%

未婚, 17.9%

未婚, 33.9%

パートナーと同居, 0.6%

パートナーと同居, 2.8%

その他、無回答,

1.1%

その他、無回答,

1.8%

女性

男性

既婚, 70.2%

既婚, 77.5%

離別・死別, 9.4%

離別・死別, 2.9%

未婚, 19.9%

未婚, 18.8%

パートナーと

同居, 0.5%

パートナーと

同居, 0.0%

その他、無回答,
0.0%

その他、無回答,
0.7%

女性

男性

【参考：H21】

自営業・自由業・

家族従業員, 16.1%

自営業・自由業・

家族従業員, 6.4%

正規社員・職員, 43.2%

正規社員・

職員, 8.5%

臨時・派遣・パート・アル

バイト・内職等, 11.9%

臨時・派遣・パート・アル

バイト・内職等, 21.3%

専業主婦（夫）・無職・

学生・その他, 23.7%

専業主婦（夫）・無職・

学生・その他, 59.6%

無回答,

5.1%

無回答,

4.3%

女性

男性

自営業・自由業・

家族従業員, 13.3%

自営業・自由業・

家族従業員, 8.4%

正規社員・職員, 

55.6%

正規社員・職員, 

17.8%

臨時・派遣・パー

ト・アルバイト・内職

等, 5.9%

臨時・パート・アル

バイト等, 27.1%

専業主婦（夫）・

無職・学生・

その他, 18.5%

専業主婦（夫）・無

職・学生・その他, 

43.0%

無回答,

6.7%

無回答,

3.7%

女性

男性

【参考：H21】
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